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腐敗細菌によるアミンの分解に関する研究(第1報)
千葉大学腐敗研究所(主任相磯和嘉教授〉
藤田久稔 
HISATOSHI FUjITA 
腐敗菌のなかにはアミン類を強力に酸化分解し得るものが少なくないこと，この分解は静止
菌によっても行われる事及び分解が適応酵素系により行われ，分解に伴う酸素消費量よりすれ
ばアミン類は殆んど完全に分解され，これに共如して Oxidativeassimilationが起る事等
を第工報に於いて明らかにした。然し腐敗菌によるアミン類の分解が腐敗中にみられる種々の
物質変化，特にアミンの生成蓄積にどのような叉どの程度の意義を持っているかを考察する上
には，各アミンが腐ノ敗菌によって如何なる経路に従い分解されるかという代謝経路についての
知識，且つ叉これらアミン分解酵素が大体L、かなる性質をもつかにつL、ての知識が必要である
のでそれらについて検討した。
第 1章バクテリヤによるアミシの代議経路
ノミグテリヤによるアミシ分解の経路についての研 
究は従来殆んどされていなし、。 WerleωはノJクテリ
ヤによるヒスタミ人ヂアミシ類の酸化分解が動物
のヒスタミナーゼ類似の酵素によって， RCH2NH2 
+O2+H"O= RCHO十 NH3+H202の如く行わ
れると考えているが，論拠としている所は一般に容
認し得る程確実なものでなく ω，アニ/モニヤ以外の
生成物についての証明は殆んどされていない。 
Eggerthくりはヒスタミンが Banberger反応即ち， 
CH=C・CH2CH2NH2 CH‘CH = C・ CH2NH2 
I I I 
NH N ー~ NH2 NH2 
¥〆 
CH 
に従いそのイミダッオ{ノL核部で、先ず水解を受ける
可能性があると言っているが，これは全くの仮説に
過ぎなし、。最近佐竹及び著者ωωは土壌より分離し
た Achromobacter A を用いて， ヒスタミシは 
Imidazol-4(叉は 5)-acetic acidを経，イソアミ
ルアミンはイソヴアレルアルデヒド，イソヴアレリ
アy酸， n-酪酸を夫々経て，叉プトレスチ:Yvt0:-ア
ミノ酪酸を経て酸化分解される事及びこれら分解の 
最初の段階は， RCH2NH2十 O2+H20 = RCHO十
NH3十 Hρ宮として表わされる酵素反応によるべき
ことを明らかにした。叉別に AchromobacterUH3 
を用いてコリンが次の如く酸化分解される事を知つ
た。 (CH3)3NCH2CH20H→(CH3)3NCH2COOH→
CH3NHCH2COOH→NH2CH2COOH→然し他のア
ミン類の分解経路は向不明で、あるし，叉上記の如く・
Achromobacterによって明らかにされたヒスタミ
シ，イソアミルアミソ，プトレスチ Yの代謝経路が
そのま L他の腐敗細菌にっし、ても適用し得るや否や
は向疑問であったので所謂『逐次適応法(ののくりω』 
を用いてこれらの問題を追及した。
工‘実験方法
使用菌:チラミユ/の代謝経路につレては Alkali-
genes TY2，Micrococcus agiliso sーブェネチル
アミンの代謝経路については Alkaligenes Ty2. 
Micrococcus宜avuso プトレスチシの代謝経路に
ついては AlkaligenesTY2' Micrococcus自avus。
ヒスタミンの代謝経路については Proteus mita-
bilis4。コリ人イソアミルアミンの代謝経路につ
いては Alkaligenes Ty20 エタノールアミユノ，アグ
マチンの代謝経路については Achromobacter 
UH3を夫々使用した。
未適応菌:プイヨンに 270，18時間培養後の菌体
を2回洗糠後， 1 mgjccに懸濁した。
適応菌:アミン (1mg/cc)叉はカルボユ/酸 (0.5
mgjcc)を含む燐酸緩衝液 (PH7.4)に未適応菌を
懸掲せしめ 270で一定時間(夫々の基質に対する誘 
導期より 1時間長L、時間〉空気中で激しく振謹する
前処理をした後の菌体を前記同様洗樵懸濁せしめた
るものを当該基質に対する適応菌とした。
測定方法:未適応状態にある菌は適応的基質やそ 
れの代謝中間体を分解する酵素系を保有しない故，
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これらを直ちには分解せず分解酵素系が菌体内に形
成されるに必要な一定の誘導期を経て始めて徐々に
分解し得る様になるのこれに対し代謝経路上位にあ
る基質に予め適応してし、る菌は，その基質のみなら
ずその中間代謝物をも分解する一連の酵素系を既に
菌体内に逐次形成している故，代謝下位の物質をも
直ちによく分解する 5 然し逆に代謝下位の基質に適
応した菌は，それより更に下位にある基質は直ちに
分解するが代謝上位の基質ば直ちには分解されな
し、。こうした逐次適応法を利用して，既述の War-
burgの検圧法で各アミ y及びその中間体と思われ
る基質の酸化分解を夫々の基質に対する未適応菌，
適応菌によって測定し，代謝経路を判定した。但し
この測知中に静止菌が添加基質に次第に適応を始め
判知に支障を与える時には，ストレプトマイシンを
終末濃度 .M/1000になる様添加した。ストレプトマイ
シシはこの濃度ではアミシの分解反応そのものには
影響がなし、。 
IT.結果と其の考察
(1) チラミシ及びトフェネチノ Lアミシの代謝
経路については第1表に示す如き値が得られた。こ
れは AlkaligenesTY2及び Micrococcu8agi1is 
る事を示すものである。且つチラミシ適応商がs-フ
ェネチルアミンを直ちには分解せず，叉トフェネチ
ルアミ y適応菌はチラミン分解能が殆んど認められ
ない故，両反応に関与する酵素は反応型式が同一で
あるにも拘らず全く別のものであろうと推定され'
る。 Eつ叉やフェネチルアミシよりチテミンへの酸
化も殆んど起らないものと考えられる。更にフェニ
第 1 表 
(a)チラミ:/， sーブェ不チ -71.-アミ γの代謝経路
酸素消費の 1時間値 
Alkaligenes TY2 1------一寸←一一一
適 応|非適応 
4IE[川両[3J I可l~時
チラミシ (1) 12121 41 71 41 12 1 80分 
pーオキジアエ=ル~ [2J 11581160 1 61 酷酸JvJ ...I 1 ー I~I ~I 71 16 1 60分~~.1 1 
Pープエネチルアミン (3J 1 101 312201 81 8 1100分
フェニノレ酷酸性)[ 7[ 51!?~1!竺 115 1 80分
1 8 1 1 . 91 1 211 40分
一一一--1
プトレスチソ
ぎγ 
(b)チラミンの代謝経路
L 酸素消費の 1時間値 
Micrococcus agilis! ，，，.~.~ 1 .適 応|非適応
川口o 基 誘導期質|チラミシj I
チラミ:/ 1 170 2 13時間 
pー オキシフェ 1 90 1 5 13時間ニノL 酷酸 I I j 
l プl
U 
川ストレ
vV 
トマイシシ添加 l 
(c) s-プェネチルアミンの代謝経路
潟 市
酸素消費の 1時間値 
Micrococcus丑avus! 一一一一寸一一一一ー
適 応|非適応 
1('ー ブェネ(フニ iM/l(削基 質|チノレアミ Y1L酪酸1 誘導期
ドーブェネチルアミン 1 178 1 8 1 2 14時間
ブェニル酷酸 150 1 110 1 013時間 
M/1l卿ストレプ|トマイシシ添加
第 1図 ペーパークロマトグラフィによる
ホモゲンチヂユ/酸の検出 
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寸1) (2) (3) (4) (5) (6) I各菌を培養 
(30"C，8日間〉
(1)ホモゲシチヂン酸溶液(対照、〉 
(2) Aspergillus niger培蓑液 
(3) Penici1lium glaucum培養液 
(4) Alkaligenes TY2培養液 
(5) Achromobacter UH3培養液 
(6)グルコース溶液(対照〉
ノL酷酸適応菌を用いての実験の結果，ヂオキシブェ
ニノL酷酸，ピロカテコーノ1.-，プロトカテキュ酸，マ y
デノL酸， p-オキシブェニノL酷酸を直ちには分解しな
かった故これらへの分解経路は否定されねばならな
いのでフェニル酷酸以下の分解経路は不明で、ある。
叉rオキシフェニル酷酸適応菌はヂオキシフェニル
偽
w w
防
ψ N O
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酷酸を直ちに分解したが，p-オキシ安息香酸，ブェ
ルノー ll.-， ピロカテコーノ]."安息香酸等は直ちには
分解しなかった故p-オキシフェニル酷酸は手、オキシ
フェニル酷酸を経て分解される事が判った。然しホ
モグンチヂン酸も亦プェニノL酷酸或はp-オキシプェ
ニル酷酸適応菌により弱し、が確実に分解された故，
フェニノL酷酸及びrオキシフェニル酷酸のうちの一
部はホモゲ Yチヂン酸を経て開裂するものもあると
考えられる。事実第 1図に示す如く，チラミソ或は
やフェネチルアミンを多量含む合成培地(10)に Alka-
ligenesを培養すると相当量のホモゲ γチヂゾ酸を
ぺ{バ{グロマトグラフィで検出し得た。 
(2) プトレスチ yの代謝経路については第2表
に示す如き結果を得た。即ち Alkaligenesによっ
ても Micrococcusflavusによっても既に佐竹ら
と明らかにした経路と全〈同様にーアミノ酪酸を経
て分解する事が判った。 (3) アグマチシについて
は第2表 (c)に示される如<，アグ、マチンは先ずグ
ワニヂル基がグワナーゼで水解され，プトレスチソ
を経て酸化的に脱アミノされルアミノ酪酸を経て分
解された。この際a・グワニド飴酸を経る代謝経路は
全く認められなかった。 (4)エタノールアミンの
分解経路は第 3表に示す様に NH2CH2CH20H→ 
NH2CH2COOHなる経路が推定された。 (5) Al・ 
kaligenes によるコリシ及びイソアミルアミンの代
謝経路， Proteus mirabilis によるヒスタミンの代
第 2 表 
(a}プトレスチンの代謝経路 
M/lOOO 基
フトレスチ y 
yー アミノ酪酸 
50分 
40分 
(b)プトレスチ γの代謝経路 
酸素消費の 1時間値 
伽 …ωMic vuslL一日型.~1Ij
1蜘基質|プトレスチン II誘導期 
フトレスチユ/ 154 I50 12ο 分 
γー アミノ酪酸 82 11o I50分 
hDCJ同l
l 

(c)アグマチシの代謝経路 
Achromobacter 酸素消費の 1時間値
UHg 適 応|非適応 
M/1000 基 誘導期質 1;勺lzιI1
トマイシ γ添力加日!
アグマチ y 200 8 i50 130分 
プトレスチ Y 120 86120130分 
i'ー アミノ酪酸 
1ー グワニド酪酸 
82 68 145 120分。 。40 130分 
l川
第 3表 エタノールアミ Yの代謝経路 
Achromobacter 酸素消費の 1時間値
UH3 応|非適応 
M/1附基 質 誘導期I(1
適
) I(2) II
ヲタ i-Z(1〉 82 
グリシ γ(2) 
[100r/ccストレ[ 
lプトマイシシ添加!
謝経路は前述の如く佐竹らと明らかにした経路と全
〈同様であった。 
II.小括
以上実験の結果多くの志向菌によって， (1)ヒスタ
ミン，イゾアミルアミ:/，プトレスチン，アグマチ
ン，チラミシ， s-ブェネチルアミシの如き第1級ア
ミンは適応的にそのアミノ基の部分より酸化的に分
解され，対応するカルボシ酸を経て代謝される。 
(2)イソアミノLアミン，プトレスチン， アグマチゾ 
に於ては，この分解経路は， 
R-CHCOOH → R-COCOOH→ 
R-CHO→ R-COOHNH2 

----R-CH2NH2 

(アミノ酸脱茨酸酵素〉
で示される如く母体アミノ酸のそれと殆んど同ーで
ある。 (3)チラミ:/， s-プェネチルアミンで'vi夫々
対応するカルボ Y酸に迄酸化され，恐らくはその一
部がホモグ Yチヂニ/酸を経て，叉チラミ Yより生成
した pー オキシブェニル酷酸はその大部分がヂオキシ
フェニノL酷酸を経てそのペ YゼY核が酸化開裂を受
け，これ以下は母体の芳香族アミノ酸の代謝経路と
全く同一である。 (4)ヒスタミンのみはイミダッオ
ール酷酸を経て分解される。 (5)各アミゾの RCH2 
NH2→ RCOOH v;こ関与する酵素はその促進する反
応の型式が全く同一であるにも拘らず，いづ才しも異
第 5号 千葉医学会雑誌 -615ー
る酵素の様に思われる。 (6)コリソ，エタノールア
ミシはし、づれも先ず第 1級アルコール基が酸化分解 
され，結局グリシンを経て代謝される。以上の事が
判明した。これらの事は腐敗菌のうちにはアミ Y類
を唯一の栄養源としても良く発育するものが少くな
い事，各菌種により分解し得るアミンの種類が異る
事などを良〈説明出来る。
第 2軍アミシの分解に関与すお酵素 
Werle(l)は Pseudomonasを用い，叉 Zeller
は Mycobacterを用し、た実験の結果よりパクテリ
ヤのアミン酸化酵素にも動物の場合同様，モノアミ
シ類を広く分解するぞノアミンオキシダーゼとヒス
タミシとチ、アミシ類の広く作用するポアミジオキシ
ダーゼが存在するものと推定している。この結論は
第 I報及び本報第1章で、得た結論，u各アミン一つづ
っが夫々別の酵素によって分解される』とし、う事と
甚だしく一致しない。我々も Zel1erも共に静止菌
をそのま L酵素製品として用いている為に結論の不
一致を来してし、る可能性も考えられたので，アミ y
分解酵素を適応菌より Cel1-freeに抽出し，これを
用いて Zellerらの結論を再検討すると共に腐敗中
にみられるアミ yの分解に関与する細菌のアミシ分
解酵素が大体いかなる性質をもつかを検討しようと
した。従来細菌のアミ y分解酵素を細胞外に拍出す
る試みは幾多なされてきたが何れも失敗に終ってい
る。最近佐竹及び著者(13)はこの操作につき色々の 
吟味を続けた結果， Achromobacter UH3のヒス
タミ y及びプトレスチン適応菌のアセトン乾燥品に
至適条件下で基質を添加しても，その分解にともな
う酸素消費やアンモニヤの生成はみられなレが，こ
れに適当な水素受容体を更に添加すると極めて急速
にアミシの分解が起ることを見出した。即ち細菌の
アミ Y分解酵素は脱水素酵素で、あって直接酸素分子
を水素受容体として反応し得なし、ものがあり，生細
胞中では呼吸酵素を介して始めて酸素分子と結びつ
いているものである事を明らかに Lた。 Zeller ら
はノミグテジヤのアミン分解酵素をオキシダーゼであ
ると思いこみ，菌のアセトン乾燥操作中に呼吸酵素
が破壊されアミン添加時に酸素吸収のあらわれない
事より直ちにアミシ分解酵素が抽出不能と速断した
ものと思われる。以上の知見を参照として多種のア
ミy脱水素酵素を細胞外に抽出しその状を二三検討
使用菌: Achromobacter UH3，Alkaligenes 
TY2を夫々予め所定アミシに第1章で述べた如くし
て適応させる。
アセトシ乾燥法: 適応菌の菌体を水洗後水を除
き _50に冷却したアセトンを菌の目方の約 100f音
量注ぎ脱水，脱脂を行なレ速かに吸引灰過し，デシ
ケーター内で減圧乾燥するの之をアセト Y乾燥菌と
する。このアミン脱水素能の活性け、 50~100 で 3 .. 

5 日は保たれる。更にアセト γ乾燥菌を 3~5mg/cc
に M/oO燐酸緩衝液 (pH7.4)に加え，充分に乳鉢で
腰高噌'杵後高速遠心分離(15，000間転， 15分〕し不
溶性の細胞破片部分を除き，これを菌体外抽出液と
する。
アルミナ磨砕法: アミン適応菌に約 20佑量のア
ルミナと少量の水を混じ乳鉢で充分)腰砕する。之に 
M/oO燐酸緩衝液を原菌量の 100倍加え捜持後高速遠
心分離し菌体外酵素液を得る。
凍結融解法: アミ γ適応菌を小試験管の内壁Vこ
薄膜状に塗り，これをドライアイス・アセトン液で
冷却し菌を凍結せしめ，凍結したら今度は 300の温
水中に容器を入れ融解せしめる。この凍結，融解操
作を 10....15困撲返た後原菌量の 100倍の M/50燐酸
緩衝液を加え高速遠心分離により菌体外酵素液を得
る。
脱水素酵素能の測定: 充分に排気した Thun-
berg管内で酸化還元指示薬の脱色時間の測定によ
り行った。静止菌 (1.0...1.5mg/ cc)又はアセトシ
乾燥菌(1........5mg/cc)叉は菌体外酵素液 2.0cc， 
M/oO燐酸緩衝液2.0cc，M / l(JO各アミ:;/0.5 cc (対照
とLては水 0.5cc)，M/ 500'酸化還元指示薬(主として 
2，6-Dichlorophenol-indophenol)，pH 7.0，300 
結果及び其の考察: (1)イソアミルアミン，チ
ラミシ， s-ブエネチルアミゾ適応菌はし、づれもアセ
トソ乾燥によりアミンを添加しでもそゆま Lでは最
早酸素吸収がみられず，これらアミ Y分解酵素はヒ
スタミ Y，プトレスチジの場合と同様に酸素分子を
直接水素受容体となし得ない脱水素酵素であり，且
つ第4表に示す如く，酸化還元指示薬の脱色時聞が
基質としてアミシを添加した時に短縮されるか否か
の実験の結果により，未適応菌にはアミシ分解能が
全くな<，あるアミ Yに適応した菌はそのアミシの
脱色能のみを有する即ちアミン脱水素酵素は各基質
した。倫パグテリヤのコリシ分解酵素については別、に対し特具的で、ある。これらの点は動物のそノアミ
に佐竹(12)と共に発表した0 ・ ン及びヂアミシ酵素と非常に異る事-を明らかにして
1.酵素の細胞外抽出 いる。 (2)上述の三つの方法によって得られた菌体
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第 4表 アミン脱水素反応に於いて，各アミンによる 
2-6申 dichlorophenol-indophenolの陣元
脱 色 時 間 (分〉
酵 素 照|チラミン|イソアミ lプエネチ iプトレス lヒスタミ対 リアミ::/1 1]，.アミシチシ ン
未処理菌 53 40 46 52 48 55 
アミン未適応菌 アセトン乾燥菌 100く 90 100く 100く 100く 100く
未処理菌 40 21 42 42 45 一
チラミン適応菌 アセトン乾燥菌 25 18 25 23 24 一
菌体外抽出液 100 50 100 一 一 一
未処理菌 60 一 19 60 一 一
イソアミル アセトシ乾燥菌 15 一 3 14 8 一アミシ適応菌
菌体外抽出液 10 一 1.5 一 一 一
ブェネチル 未処理菌 60 60 60 26 一 一
アミ Y適応菌 アセトン乾燥菌 100 100く 100 10 一 一
未処理菌 38 一 13 40 
プトレスチソ アセトシ乾燥菌 100く 20 100く適 応 菌 一
菌体外抽出液 100く 一 一 一 21 100 
未処理菌 35 一 一 15 
ヒスタミユ/ アセトン乾燥菌 100く 100く 7.5適 応 菌 一 一 一
菌体外抽出液 85く 一 13 
Bacteria: Alkaligenes Ty:! 
第 5表酵素の抽出法による活性の較比 る。他のアミンでも殆んど同一であり且つ菌種によ
つでもあまり大差が認められなかったの
脱色時間(分〉
酵素の抽出法卜一つ υ(M/500イソア川 対照)1基質(ミルアミジ
350τi1iqo
アセトン乾燥菌溶出法 85く 
アルミナ磨砕溶出法 70く 
凍結融解溶出法 100く
外酵素液の活性は第 5表に示す如く，凍結融解法を
除いてはいづれも好収量でアミン脱水素酵素製品が
得.られた。 '3)各菌体外酵素液の安定度はアセト y
乾燥品より抽出したものが一番高<，低温で数日安
定で、あったが他は 24時間で殆んど失活した。 
n.アミソ分解反応の至適 pHとアミシ分解反
応の阻害剤
細胞外抽出のアミン分解酵素は適当な水素受容体
の共存下でのみ反応し，その反応速度を定量的に精
密には測定し難レので，静止菌状態でその至適 pH
と二三薬物の影響を予備的に調べた (Warburgの
検圧法による〉。
至適 pH: 第 2図に示す如く各適応菌による種
々アミン分解能は非常に広範な pH域に及んでし、 
第 2図アミン分解反応の pH-'-活性
aμ102 

. 120 

活 100 
7 .8 
pH 
a:イソアミルアミシ， b:プトレスチン 
C: ヒスタミれ d:動物ヂアミンオキシ
〆ー ゼ、〈プトレスチン)， e:ロイシン。 
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阻害剤: イソアミルアミシ，プトレスチシ，ヒ
スタミソのアミ Y分解能は， (1)カルボニル試薬
(M/I000ヒドラヂ:/， M/I000セミカルパヂ、ツト，M/1000 
ヒドラキシルアミシ)， Phenthiazine化合物ぴ12000 
メチレシ青，M/4000プ」ナルグ Y， M/3000アネルゲ
ン)， M/I000青酸，M/1000重金属イオンによっていづ
より作り透析実験を行ったが，これらは流水に対し
安定で活性の低下は殆んど認められなかった。然し 
第 6表に示す如き各種阻害剤で強く阻害されるが，
Flavin-mononucleotide (FMN)添加によりその
阻害が顕著に防止出来る事を知った。よって(15)少
くともこの酵素に於いてもフラピ yが何らかの役割
れも完全に阻害される。 (2)金属試薬 (M/fiOOα，(J.'_ りを持つ事が推定される。
亜枇M/100)，ーオキシキノリン81'[100ヂピリヂル，
酸， L500モノ沃度酷酸等は殆んど影響がなかった。
(3)各種抗ヒスタミン剤，抗アドレナリ Y剤にょっ 
てもアミンの分解は相当顕著な影響を受けた。
]I[.アミン脱水素酵素の助酵素
佐竹らとヒスタミ Y及びプトレスチンの脱水素酵
素製品についての透析実験より，その助酵素のーっ
として動物のヂアミンオキシ〆ーゼ、の場合と同様に 
(4)，Flavin-adenine-dinuc1eotide (F AD)が関
与している事を明らかにしたので、く13)，同様の方法で
そノアミンであるイソアミルアミ Y，チラミン， s-
ブェネチルアミン脱水素酵素を Alkaligenes TY2 
第 6表抗フラピシ剤とリポプラピ yー
ら燐酸塩との括古む
白川Z22諮問問日目沼健
(終末民民ノ ー一一{口 J:.r:PZ I 
I130 j1OO~110 
。M/4000
Sa自anin 
60 93 
20 70M/2000 .， 
Atabrin 
40 93M14000 
。 100M/SOOO
Tripafl.avin 
96M/100 75 
35 81M/2500 
Methylene blue 
100M/40ω 。
80 
10M/750 
Quinine 
36 60Mhooo 
22 80 
Thionine 
92M/lOO 36 
46 100M/2000
Anergen 
100 100Mltlo 
50 68M/250 
3277R.P 
90 92M/5ono 
数子は比較的活性を示す〈対照を 100とする〉。
生菌(イソアミノLアミシ適応〉で酸素吸収測定 
(Warburgの検圧法〉。
耳.アミン脱水素反応の酸化還元電位
アミ y脱水素酵素反応の水素受容体として専ら 
2，6一Dichlorophenol-indophenolを用いて実験を
行ったが， Bindschedler緑， トルイレン青， メチ
レシ青，チオニソ，イシヂコ」ヂスルフォシ酸等の
他の色素を水素受容休としても反応が進行するや否
ゃを検討した。メチレン青，チオニシを用いた場合
にはその阻害力を打ち消すに充分な FMNを添加し
た。第3図の如くイルイレン青よりも酸化還元電位
の強い色素のみが水素受容体となり得た。従ってこ
の反応の酸化還元電位は +50~100mV 附・近にある
と思われる。この値は他の脱水素酵素のそれによヒし
相当高い値をもつが， Gale(l6)の言うアミシの分解
は好気的条件下で培養した菌についてのみ認められ
るとの事実とも一致している。
第 3図酸化還元電位 
mV (pH 7.4) 
200 '- Bindschelder's green 
2，6-Dichlorophenol indophenol 
脱色す青Toluylen1-100 
Thionine 
脱色せず 
青Methylen1-o 
-. Indigo-tetrasulfonat 
-100 1-Indigo-trisulfonate 
v.小括
(1)チラミシ，イソアミルアミユ/，プトレスチン，
ヒスタミ y等の分解酵素を細胞外に抽出し得た。こ
れらはし、づれも脱水素酵素であり，直接酸素分子を
水素受容体とはしなL、。生細胞内では恐らく呼吸酵
素系に連絡しているものと思われる。 (2)各脱水素
酵素とも極めて基質持異性が高く，適応せしめたア
ミンのみに Lか作用しなし、。 (3)アミン脱水素酵素
の助酵素の一部としてフラピシが主要な意義をもっ
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事が推定された。 (4)アミン脱水素酵素の酸化還元 験的に知られていた事実に対して理論的根拠を与え
電位は十50.....10mVであって，之はアミンの分解 たものである。
が相当好気的条件下でないと起らないと言う従来経
第3章総 括
代表的好気性腐敗菌 11種 174株のうち殆んどがヒスタミン，チヲミン，コリン，エタノ ールf
アミン，アグマチン，プト Vスチン，sー フェネチルアミン，イソアミルアミンの少くともいづ
れか一つを好気的条件下で‘分解し得る事を明らかにし，更にこのアミン分解は静一止菌の状態に
於L、ても或は糖，アミノ酸等の優れた栄養源の共在下に於いても強力に行われるものであっ
て，アミン分解能をもっ菌の頻出度からいっても，その強さからいっても，大腸菌，変形菌な
どの適応的なアミノ酸股炭酸酵素力に匹敵し得るものであり，腐敗中に於けるアミンの蓄積量
に主要な影響をもち決して無視し得ぬものであり，時間的にも激しく消長し得る可能性のある
事を充分留意する必要があるO これらアミン類の分解はし、ずれも適応酵素系によって次の如き
経路に従って起る事が確められた。チラミン→ pー オキシフェニル酷酸→デオキシフェエ Jレ酷酸
→。 pー オキシフ z ニル階酸より一部ホモゲンチデン酸へ行く経路も認められた。 s-フェネチル
アミン→ブヱニル酷犠→一部ホモグンチヂン酸→。プトレスチン→ αー アミノ酪酸→。アグ7
マチン→プトレスチン→ αー アミノ酪酸→。イソアミルアミン→イソヴァレリアン酸→。ヒ
スタミン→イミグツオ戸ル酷酸→。コリン→ベクイン→ザルコシン→グリシン→。エタ
ノ戸ルアミン→グリシン→。 いずれも終局は TCA廻路にのって徹底的に分解されるもので
あり， これに共有目して相当の OxidativeassimiIationが行われるO この Assimilation及
び適応酵素の形成は微量のストレプトマイシンで阻害されるO 最後にアミン分解に関与する各
種アミン股水素酵素を初めて細胞外に抽出する事に成功し，これら股水素酵素が動物や植物中
にみられる所謂アミンオキシグ{ゼとは異り，直接酸素分子とは結合せず呼吸酵素系を介して
始めて之と連絡する事及び基質特異性が極めて厳密で特定のオミンにしか作用しない事を明ら
かにし，従来定説となっていた ZelIerらの考えの謀りである事を証明し得た。叉細胞外拍出
のアミン分解醇素の酸化還元電位を測定し，この分解が相当好気性条件下でないと起らぬ事を
明らかにし従来経験的に確められてし、た，好気性下では腐敗中のアミンの蓄積が認められ難い
とし、う事実の理論的な裏付けを得た。
本研究の概要は昭和29年4月，日本薬学会年会に於いて発表した。
稿を終るに臨み御指導，御校閲を賜わった.恩師相磯和嘉教疫に衷心より感謝し，且つ終始御指
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